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2016 年 7 月 31 日の時点までで、4305 名である。 



















ドラフト会議が始まった 1965 年以降、2016 年




人数が 750 名である。 
当該期間にドラフト指名された人数は 4105 名。





初年度は指名 132 名に対して、入団 52。入団率
はわずか 39%だった。以降、交渉不成立は漸減し
て、1978 年に、ドラフト会議発足以降はじめて拒






























図１ NPB に入団した日本人選手の推移、出身母体別（1965~2015） 
 





ぞれにおいて、10 年 ごとの人 数 を示 している。
1965 年～74 年を１期、次の 1975 年～84 年を 2
期、以降、1985 年～94 年を 3 期、1995 年～04
年を 4 期、05 年以降については、2015 年までの
11 年間を 5 期とした。5 期を 10 年とすると 2014
年までとなるが、最新の 2015 年をデータとして生






【表 1】プロ野球に入団した日本人選手、出身母体別、10 年ごとの人数 
表 1-1 総数      
  年度 高校出身 大学出身 社会人 独立 総数 
1 期 1965-1974 450 117 296 0 863 
2 期 1975-1984 499 142 249 0 890 
3 期 1985-1994 475 145 242 0 862 
4 期 1995-2004 311 245 225 0 781 
5 期 2005-2015 347 290 232 40 909 
  入団者総数 2082 939 1244 40 4305 
 
【表 1】プロ野球に入団した日本人選手、出身母体別、10 年ごとの人数 
表 1-2 年平均入団選手数     
  年度 高校出身 大学出身 社会人 独立 総数 
1 期 1965-1974 45 12 30 0 86 
2 期 1975-1984 50 14 25 0 89 
3 期 1985-1994 48 15 24 0 86 
4 期 1995-2004 31 25 23 0 78 
5 期 2005- 32 26 21 4 83 
  年平均 41 18 24 1 84 
 
【表 2】プロ野球に入団した日本人選手、出身母体別、10 年ごとの人数（割合）  
  年度 高校出身 大学出身 社会人 独立 総数 
1 期 1965-1974 52% 14% 34% 0% 100% 
2 期 1975-1984 56% 16% 28% 0% 100% 
3 期 1985-1994 55% 17% 28% 0% 100% 
4 期 1995-2004 40% 31% 29% 0% 100% 
5 期 2005-2015 38% 32% 26% 4% 100% 





1965 年以降、現在（2016 年 7 月 31 日）に至
るまで、NPB 支配下登録選手となった日本人選
手 4305 名のうち、最も多いのが高校出身で 2082
名。割合にして 48%と半数近い。全体トレンドとし





にして 29%。全体トレンドとしては、近似曲線 y = -








3 番目が、大学出身者。人数にして 939 名。
NPB 入団者のうち 22%を占めている。その割合は、
近似曲線 y = 0.005x + 0.0921 およびその重相関
係数 0.7054 が示している通り、明確に上昇傾向
にある。 
そして 4 番目が独立リーグ。最初の NPB 支配
下登録者である西山道隆（2005 年育成ドラフト 2



























人数、割合をみても、第 1 期の 1965 –1974 年に
















【表 3】日本野球連盟所属チームの推移  
日本野球連盟所属チームの推移       
年度 1949 1963 1978 1993 1998 2003 2006 2007 
会社 196 237 179 148 142 89 83 85 
クラブ 146 76 131 169 201 226 275 278 
合計 342 313 310 317 343 315 358 363 
          
年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
会社 84 85 83 83 88 87 87 86 
クラブ 269 268 269 259 268 271 270 268 
合計 353 353 352 342 356 358 357 354 
 出典：公益財団法人日本野球連盟     
 
ここで注意が必要なのは、数の上で最盛期を




































































































名である。NPB 選手を輩出している上位 6 社は、
上から JXENEOS（39 名）、日本通運（37 名）、東








































300 人を超す選手を抱え、毎年、各球団 50 名×







1965 年以降、現在（2016 年 7 月 31 日）に至
るまで、NPB 支配下登録選手となった日本人選
手 4305 名のうち、最も多いのが高校出身で 2082
名。割合にして 48%と半数近い。 
しかし、全体トレンドとしては、近似曲線 y = -
















2005 年以降の第 5 期の減少傾向は顕著で、




大学出身者は、1965 年以降 2015 年までの間
にプロ野球に入団した日本人選手 4305 名のうち、
人数にして 939、割合にして 22%を占めている。 
全体トレンドとしては、近似曲線 y = 0.005x + 
0.0921 および、その重相関係数 0.7054 から明確





















図 2 大学数、大学生数、大学出身選手の推移 
たとえば、統計局によれば、18 歳人口が頂点
に達した際の大学進学率は 32.7%であり、2015 年
には 54.5%と 1.66 倍になっている。しかし、大学生
の数でいえば、1992 年の 229 万 3269 名から 2015
年の 286 万 210 名まで 1.25 倍である。 
ちなみに、プロ野球は、1965 年にドラフト制度
が導入されてから 1991 年までは、一球団につき



































































































② 新興大 学における野 球 部の存 在意 義、その
具体例 
そのことは、2016 年大学野球選手権準決勝に
進出した 4 大学が象徴的である。4 大学とも、全
国的な知名度は高くないと言ってよいだろう。 












表 4 2016 年大学野球選手権ベスト 4 の野球部員数と学生数 
 大学創立 野球部創部 野球部員数 学生数 （内男子学生） 野球部員率 
野球部員率 
(男子学生比) 
中京学院大 1993 1993 東海地区大学野球連 137 953 603 14% 23% 
中央学院大 1966 1973 千葉県大学野球連盟 190 2623 2263 7% 8% 
奈良学園大 1984 1984 近畿学生野球連盟 70 617 N/A 11% N/A 
上武大 1968 1982 関甲新学生野球連盟 199 1899 N/A 10% N/A 















































数に占める野球部員率は 7%。残る 3 大学はいず
れも学生の 10%以上が野球部員である。 
準優勝校の中央学院大学は、開学は 1966 年
で、硬式野球部創設はその 7 年後の 1973 年。
2016 年で創部 43 年になる野球部は、伝統校の
部類に属するが、輩出したプロ野球選手は、1993
年にドラフト 3 位指名を受けてヤクルトに入団した
度会博文と、2013 年にドラフト 3 位で入団した秋











た存 在 である。大 学 選 手 権 の常 連 であり、1987










ースであり、翌 2008 年には蕭一傑がドラフト 1 位
で阪神に、2009 年には、吉田利一が中日にドラ
フト 8 位で入団して、これに続いた。湯舟も含めた
他の 3 名は、社会人を経由しての NPB 入りであ
る。卒業年度は、湯舟が 1989 年、山口弘佑が







れて 1982 年創部である。1996 年に大学選手権
に初出場を果たして以来、急速に力をつけ、以
来、選手権出場 12 回。2013 年には初優勝も果







ある。上武大学から NPB 入りした選手は、2004 年
にドラフト 6 位で日ハム入りした菊地和正を皮切り
に計 10 名。うち大学から直接プロ入りしたのは菊
地をはじめ 5 名。4 名は企業チーム経由、1 名は、
大学中退後、国内外の独立リーグを流転したの
ちの NPB 入りである。 
 
③ 増加する大学野球部員 



















10 年ごと、そして 2005 年以降は、本稿、執筆時
点における最新年である 2016 年までの 12 年間
としている。 
表 5 大学選手権のベスト 4 進出大学の所属リーグ 
   関西六         
  東都 東京六 関西学生 愛知 首都 神奈川 東京新 仙台六 福岡六 広島六 九州六
１９５２－１９６４ 12 13 12 7   4       2   
１９６５－１９７４ 9 6 9 6 3 4         1 
１９７５－１９８４ 10 8 6 3 3 1 1     4 2 
１９８５－１９９４ 8 5 5 1 4 3 2 5 2 1 2 
１９９５－２００４ 9 7 5   3 1   5 5     
２００５－２０１６ 8 7 4 1 5 2 7   2     
合計 56 46 41 18 18 15 10 10 9 7 5 
プロ野球選手 243 201 76 31 55 21 8 40 26 6 23 
 
            




  北東北 北海道 九州 千葉県 関甲新 北陸 阪神 四国 東海 南東北 近畿
１９５２－１９６４   2                   
１９６５－１９７４   1           1       
１９７５－１９８４       1   1           
１９８５－１９９４     1     1           
１９９５－２００４ 3   2                 
２００５－２０１６ 2     2 3   2   1 1 1 
合計 5 3 3 3 3 2 2 1 1 1 1 
プロ野球選手 15 6 12 8 10 3 8 N/A N/A N/A N/A
※ドラフト指名時の所属に限る          
全体像をみると、ベスト 4 進出最頻は、東都の
56 回、2 位は東京六大学の 46 回、3 位が関西学
生（1972 年に分裂する前の関西六大学を含む）
41 回で、この 3 つの伝統リーグに続くのは、首都
























表 6 高校三年生部員数と大学一年生部員数  
  高校 3 年 大学 1 年 高 3 部員の 大学連盟 一校あたりの部員数 
  部員数 部員数 野球継続率 加盟校数 (大学 1 年生） 
2006 (H18) 50569     
2007 (H19) 50894 5774 11% 370 16 
2008 (H20) 50942 6224 12% 374 17 
2009 (H21) 53263 6492 13% 377 17 
2010 (H22) 52370 6744 13% 380 18 
2011 (H23) 51984 6854 13% 381 18 
2012 (H24) 53154 6945 13% 379 18 
2013 (H25) 51767 7186 14% 378 19 
2014 (H26) 53801 7322 14% 377 19 
2015 (H27) 53443 8254 15% 377 22 
2016 (H28) 55202 8235 15% 378 22 
高野連 HP、大学野球連盟 HP の資料をもとに筆者作成  
  







だろう。具体的には、2006 年の高校 3 年生の部
員数は 50569 名。翌 2007 年の大学野球部の 1









この継続率が、10 年後の 2015 年をみると、高
校 3 年生の部員数 53443 名に対して、翌 2016











たし 1 人だった。共に汗を流した 2 学年上から 2
学年下まで、前後 5 学年に範囲を広げても、1 学
年上に 1 名、2 学年下に 1 名いたのみである。各
学年の野球部員を 10 名として 50 名。そのうち硬












































































































は翌年 1 月末となっている。 
 
VI. 表６にある通り、2016 年度における高校
3 年生の野球部の部員数が 55202 名。文科省調
査による高校生の数が 3,299,599 人（2016 年 5
月時点）から、高校 3 年生の数は学年数（3）で割
って約 110 万人と仮定する。その半分程度が男
性 55 万人として、およそ 1/10 と推定した。 
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